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今月の会員数／1027人（医科730人・歯科297人） 

主な記事 
  2面　2009年10大ニュース 
  3面　石川県選出議員を訪問 
  4面　歯科会員交流会 
  5面　接遇講座 
  6面　会員デビュー講演 
  8面　国保一部負担減免制度 
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秋のロマンチックな夕暮れに 秋のロマンチックな夕暮れに 
んで、　 べて、　 楽に酔いしれて 飲 食 音 んで、　 べて、　 楽に酔いしれて 

北山　吉明（金沢市・形成外科） 
飲 食 音 

〈仮題〉 

〈日時〉 

〈講師〉 

記念講演 

C型肝炎訴訟に係わって感じたこと、 
再び同じ悲劇を繰り返さないために 

福田衣里子さん 
（薬害肝炎訴訟原告、衆議院厚生労働委員） 

石川県保険医協会 石川県保険医協会 
定期総会の開催要項 定期総会の開催要項 第36回 

2010年2月27日（土） 
午後6：00～6：50 ◆ 第36回定期総会 
午後7：00～8：50 ◆ 記念講演 

〈会場〉 金沢都ホテル 
・定期総会は6階「末広の間」 
・記念講演は地下「セミナーホール」 

保
険
医
協
会
の
文
化
企
画
で

あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
パ
ー

テ
ィ
ー
が
二
年
ぶ
り
に
「
シ
ノ

ア
ぶ
ど
う
の
木
」（
金
沢
市
岩

出
町
）
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し

た
。当

日
は
秋
晴
れ
の
素
晴
ら
し

い
天
気
と
な
り
、
夕
刻
の
四
時

コ
ン
サ
ー
ト
の
ト

リ
は
広
崎
晃
雄
先

生
の
静
か
で
落
ち

着
い
た
ギ
タ
ー
独

奏
で
し
た
。

二
部
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
お

い
し
い
ワ
イ
ン
や

ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
と
ブ
ッ

フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
お
食
事
で
、

参
加
者
の
雰
囲
気
は
柔
ら
か
く

楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

お
腹
も
膨
ら
ん
だ
こ
ろ
に
、
飛

び
入
り
で
北
山
昌
平
・
明
日
香

夫
妻
に
よ
る
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー

ト
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
加
藤
義
博

先
生
の
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
独
唱
が

あ
り
、
そ
の
間
に
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
に
よ
る
ア
ン
コ
ー
ル
が

続
々
と
演
奏
さ
れ
、
会
場
は
ど

ん
ど
ん
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

最
後
に
大
平
政
樹
副
会
長
の

閉
会
ご
あ
い
さ
つ
で
名
残
惜
し

い
会
も
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。今

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
新
し

い
参
加
者
も
あ
り
、
秋
の
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
夕
暮
れ
の
中
、
葡

萄
の
木
の
下
で
音
楽
と
ワ
イ
ン

と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
素
敵

な
文
化
企
画
に
な
っ
た
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

半
か
ら
第
一
部
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
始
ま
り
ま
し
た
。
西
田
直
巳

会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
保
険
医
協
会
の
斉
藤
典
才

理
事
の
司
会
で
始
ま
り
ま
し

た
。コ

ン
サ
ー
ト
は
二
部
構
成

で
、
一
部
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

は
城
北
病
院
の
山
崎
政
美
先

生
、
谷
内
久
世
さ
ん
、
岡
田
佳

子
さ
ん
の
ト
リ
オ
に
よ
る
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
三
重
奏
で
す
。
続
い

て
、
志
賀
町
の
加
藤
理
良
先
生

の
プ
ロ
級
の
バ
イ
オ
リ
ン
独

奏
、
わ
た
し
の
テ
ノ
ー
ル
独
唱

と
続
き
、
前
半
の
最
後
は
狩
野

宏
成
先
生
と
牛
村
繁
先
生
の
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
デ
ュ

オ
に
よ
る
爽
や
か
な
演
奏
と
歌

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

後
半
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は

荻
野
知
己
先
生
の
素
敵
な
フ

ル
ー
ト
独
奏
で
、
二
番
手
は
久

し
ぶ
り
の
演
奏
と
言
う
小
川
滋

彦
先
生
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
独
奏

で
し
た
。
続
い
て
、
小
松
の
勝

木
育
夫
先
生
の
原
爆
を
テ
ー
マ

に
し
た
心
に
し
み
る
歌
が
二
曲

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

城北病院 JMCによるクラリネット三重奏

加藤病院内科の加藤理良先生
クラリネット独奏の
小川滋彦理事

飲食タイム（第2部）には、アンコールや飛び入り参加も

H
ib

（
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
桿
菌
莢
膜
型

ｂ

：

乳
幼
児
に
髄
膜

炎
や
敗
血
症
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
る
）
ワ

ク
チ
ン
が
任
意
接
種

で
認
可
さ
れ
て
一
年
が
た
っ

た
。
接
種
料
金
は
一
回
七
千
円

前
後
で
あ
る
。
四
回
接
種
が
必

要
で
計
二
万
八
千
円
と
高
額
な

た
め
、
接
種
率
は
上
が
ら
な

い
。
さ
ら
に
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン

は
輸
入
品
で
量
が
確
保
で
き

ず
、
一
カ
月
当
た
り
病
院
十

人
、
診
療
所
三
人
の
割
り
当
て

し
か
な
く
、
予
約
制
で
接
種
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
接
種
率

の
上
が
ら
な
い
要
因
で
あ
る
。

▼H
ib

ワ
ク
チ
ン
は
、
米
国
や

お
隣
の
韓
国
を
始
め
、
世
界
中

の
多
く
の
国
々
で
は
公
費
負
担

で
接
種
さ
れ
、
こ
の
菌
に
よ
る

髄
膜
炎
の
発
症
は
激
減
し
て
い

る
▼
先
日
、「H

ib

ワ
ク
チ
ン

を
予
約
し
て
い
た
子
ど
も
が

H
ib

に
よ
る
髄
膜
炎
に
な
っ

た
」
と
聞
い
た
。
予
約
時
か
ら

接
種
さ
れ
て
い
れ
ば
防
げ
た
で

あ
ろ
う
と
思
う
と
、
あ
ま
り
に

も
悲
惨
な
出
来
事
で
あ
り
、
後

遺
症
な
く
全
快
さ
れ
る
こ
と
を

祈
る
の
み
で
あ
る
▼
わ
が
国
の

予
防
接
種
行
政
の
あ
ま
り
の
貧

弱
さ
に
、
憤
り
を
感
じ
る
の
は

筆
者
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
そ

こ
で
提
案
だ
が
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
運
用
を
国
に
勧
告
す
る

「
予
防
接
種
諮
問
委
員
会
」（
日

本
版
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
）
を
設
置
で
き

な
い
だ
ろ
ろ
う
か
。
日
本
小
児

科
学
会
や
日
本
ワ
ク
チ
ン
学
会

も
要
望
し
て
い
る
。
新
政
権
が

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
約
束
し
た

H
ib

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化

を
越
え
て
、
大
い
に
国
民
の
安

心
に
つ
な
が
る
施
策
だ
と
信
じ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

司会を務めた斉藤典才理事

今回初めて 
出演の方々 
今回初めて 
出演の方々 
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会員拡大に全力投球 

会員拡大に全力を尽くした。協会リーフレットを作成し、
未入会員を一斉訪問し入会を勧めた。結果、医科23人、
歯科13人、合計36人の新入会員を獲得した。また、「新
規開業医懇談会」を医科歯科合同で開催し、過去最高
の新規入会者を迎えた。 

歯科部の年間企画に 
延べ763人が参加 

今年度、歯科部で開催した16企画（共催含む）に延
べ763人が参加。企画数、参加者数とも史上最多を記
録した。能登地区で初の講演会（医療安全対策講習会）
を開催。会員との意見交流を目的に、初めて歯科会員
交流会を開催した。また、食育講演会は11月に6回目
を開催したが、県内はもとより全国的にも注目を集める
企画である。不正咬合治療や乳歯幹細胞バンクに関す
る講演会も人気があった。 

東海北陸厚生局に 
指導改善を要請 

3月5日、東海北陸厚生局石川事務所に「指導の改
善に関する要望書」を提出し、懇談を行った。6月25
日には東海北陸6協会が厚生局と懇談した。 

歯科診療報酬を深く 
理解する企画を実施 

①『歯科保険診療便覧』を発行。歴史的快挙で、
歴史に刻まれる一冊と評価された。 
②保団連歯科代表・宇佐美宏先生の講演会により、
歯科診療報酬の暗い歴史と現在の不合理な制度が理
解できた。 

全国から羨望視された 
歯科講演会シリーズ 

4月4日から9月27日までの短期間に、「歯科に必
要な一般医学の講演会―基礎知識と最前線―」を7回
開催。観血処置と顎骨壊死、免疫学の基礎、癌治療（消
化器系を中心）、歯科に必要な感染症の知識、虚血心
疾患、血液疾患、精神疾患に関する医科の最新情報に
酔いしれた半年間だった。 

保険医協会の要求を政治に 

8月の総選挙に向けて、候補者アンケートを実施し、
臨時増刊号を発行・会員配布した。9月10日に石川
1区の奥田建議員と、10月18日に3区の近藤和也議
員、10月22日に2区・比例の田中美絵子議員と懇談
し、保険医協会との協力関係を築くと共に、医療・
社会保障の改善を求めた。 

貧困問題などに言及 

本紙新年号特別企画で「ワーキングプアと社会保障」、
本紙8月号特別企画で「地域医療再生のために」と題し
た座談会を開催した。第35回定期総会では都留文科
大学の後藤道夫教授を招き、記念講演「現代日本の貧
困問題」を開催した。 

多彩な文化企画を開催 

文化企画として、2月15日に「第3回酒蔵見学会（小
堀酒蔵）」、10月12日に「第8回ゴルフ大会」、11月
3日に「第8回ドクターズ・ファミリー・コンサート」を
開催し、いずれも好評を得た。 

「人権」について深く学ぶ 

社会保障セミナーを4月12日に第2回「患者と人権」、
10月25日に第3回「感染症と人権」を開催し、人権に
ついて学んだ。 

勤務医アンケートを実施 

8月に「勤務医アンケート」を実施した。近く、その集計
結果を冊子にまとめ、会員および全病院に配布する予定。 

番外 本紙の連載記事が充実 

塚田邦
夫先生

 
の 新しい創傷･褥創治療の実際 

6回シリーズ／第1回 

河野　晃（金沢市・小児科）

ほんの少しばかりの運のよさで、出航 !ほんの少しばかりの運のよさで、出航 !

1

本紙において「ベトナム見聞録」「今さら聞けない
介護保険」「会員世界旅行記」「アル医師の想い」「新
しい創傷・褥創治療の実際」の新シリーズが始まった
（一部終了）ほか、9月号では、「新型インフルエンザ
対策の問題点と緊急提言」を掲載した。 
新年号コンクールでは「写真賞」を受賞し、今年も

上位入賞を果たした。 

ただ今、 『勤務医アンケート報告集』 を作成中。 もうしばらく お待ちください。 

2009
年 

1010101010大 大 大 大 

ニュース
 ニュース
 

ニュース
 

ニュース
 

石川県保険医協会

写真は、１０月１７日に開催した「新規開業医懇談会」

写真は、多くの参加者であふれたスタッフ接遇セミナー

写真は奥田建衆院議員との懇談会の模様

（2009年4月号）

写真は、８月号座談会の様子

写真はシリーズ２回目、免疫学の基礎に関する講演会（講師：東みゆき氏）の模様

写真は、書籍『歯科保険診療便覧』と、保団連歯科代表の宇佐美先生

写真は「第３回酒蔵見学会（小堀酒蔵）」

写真は4月12日に開催された「患者と人権」の模様

ア
ル
医
師
の
想
い 

ア
ル
医
師
の
想
い 

私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で 

アルコール 
依存症物語 

奥田　宏 
（金沢市・心療内科）

1

城戸照彦先
生の

1

今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 
今さら聞けない介護保険 今さら聞けない介護保険 シリーズ１２回 

事務局　橋爪　真奈美 
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石川県選出議員を訪問 石川県選出議員を訪問 
診療報酬の引き上げ、患者負担軽減を訴える 

副会長　平田　米里（野々市町・歯科） 

11 .19  保団連中央行動  

私
自
身
は
初
め
て
の
参
加
で

勝
手
が
分
か
ら
ず
、
工
藤
事
務

局
次
長
に
案
内
を
願
っ
て
の
国

会
行
動
と
な
り
ま
し
た
。
議
員

会
館
に
到
着
す
る
と
、
す
で

に
、
全
国
か
ら
馳
せ
参
じ
た
多

く
の
協
会
役
員
・
事
務
局
員
に

向
け
て
、
保
団
連
執
行
部
か
ら

陳
情
行
動
へ
の
助
言
や
げ
き
が

投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
二
人
は
席
を
温
め
る

間
も
な
く
、
地
元
選
出
衆
参
両

議
員
へ
の
面
会
を
開
始
し
ま
し

た
。す

べ
て
の
地
元
選
出
議
員
室

を
訪
問
し
、
保
団
連
の
政
策

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
歯
科
政
策

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し
、
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
と
窓
口
負

担
の
軽
減
な
ど
に
つ
い
て
訴
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
議

員
本
人
に
面
談
で
き
た
の
は
、

馳
浩
、
田
中
美
絵
子
、
奥
田

建
、
各
衆
院
議
員
の
三
人
で
し

た
。ま

ず
、
馳
議
員
で
す
が
、
Ｐ

皆さまのご協力により、石川協会集約分で1,345筆（「保険で良い歯

科医療を」全国連絡会全体では22万筆前後（2009年 11月 19日現在））

集まりました。ご協力いただき、ありがとうございました。 

石川協会や他協会で集約した署名は、阿部知子衆議院議員、森田高

参議院議員、田中康夫衆議院議員を通じて、衆議院議長に提出される

ことになっています。 

石川協会では今後も「保険で良い歯科医療」の実現に向けて、継続

した取り組みを進めていきます。今後ともご支援をよろしくお願いし

ます。 

いつでも、どこでも、だれもが、お金の心配のいらない 
「保険で良い歯科医療」の実現を求める請願署名に 
ご協力いただいた皆さまへ 

Ｔ
Ａ
共
済
に
関
し
て
保
険
業
法

と
は
独
立
さ
せ
る
立
法
化
に
尽

力
し
て
お
り
、
保
険
医
休
業
保

障
の
問
題
に
つ
い
て
も
関
心
が

高
い
よ
う
で
し
た
。

田
中
議
員
と
は
、
歯
科
請
願

署
名
の
紹
介
議
員
と
し
て
面
談

で
き
る
予
定
で
し
た
が
、
直
前

に
民
主
党
議
員
が
請
願
署
名
を

引
き
受
け
る
こ
と
が
原
則
禁
止

と
な
り
、
紹
介
議
員
を
引
き
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
保
険

医
協
会
と
は
引
き
続
き
懇
談
な

ど
を
続
け
て
い
き
た
い
旨
を
強

調
し
て
い
ま
し
た
。（
署
名
に

つ
い
て
は
、
保
団
連
を
通
じ
て

衆
議
院
議
長
あ
て
に
届
け
る
よ

う
依
頼
し
た
）

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
で

は
、
奥
田
議
員
と
ゆ
っ
く
り
面

会
が
で
き
ま
し
た
。
保
団
連
が

発
行
し
た
ば
か
り
の
冊
子
『
保

険
診
療
の
充
実
で
、
医
師
も
患

者
も
と
も
に
喜
べ
る
医
療
を
』

に
あ
る
「
医
療
の
財
政
投
入

は
、
更
な
る
付
加
価
値
を
生
み

出
す
」
に
関
し
て
、
良
い
理
解

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

奥
田
議
員
の
お
隣
に
位
置
す

る
近
藤
議
員
の
事
務
室
を
訪
問

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
日
は
金
融

委
員
会
審
議
が
長
引
き
、
会
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
秘
書
の
方
に

は
、
保
険
業
法
の
適
用
除
外
を

求
め
る
会
員
か
ら
の
声
を
手
渡

し
、
引
き
続
き
協
力
を
要
請
し

ま
し
た
。

参
議
院
会
館
訪
問
の
後
、
再

び
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
に
戻

り
、
保
団
連
主
催
の
国
会
内
集

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
多
く
の

国
会
議
員
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
患
者
、
勤
務
医
、「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連

絡
会
の
各
代
表
か
ら
連
帯
を
求

め
る
発
言
が
あ
り
、
次
い
で
、

医
科
、
歯
科
の
現
場
か
ら
の
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
は
保

団
連
執
行
部
か
ら
、
医
療
費
総

枠
の
拡
大
、
診
療
報
酬
点
数
の

ア
ッ
プ
、
患
者
負
担
の
軽
減
の

三
項
目
を
柱
に
さ
ら
に
要
請
活

動
を
進
め
る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
を

受
け
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

私
個
人
と
し
て
は
、
初
め
て

の
国
会
行
動
な
が
ら
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
た
だ
、
今
後
の
保
団

連
の
運
動
方
針
と
し
て
、
請
願

署
名
運
動
に
加
え
、
対
案
提
出

方
式
な
ど
も
視
野
に
入
れ
る
必

要
が
出
て
き
た
と
も
感
じ
ま
し

た
。

「
歯
が
多
く
残
っ
て

い
る
人
は
、
少
な
い
人

に
比
べ
て
長
生
き
す

る
」
な
ど
の
研
究
を
持

ち
出
す
ま
で
も
な
く
、

歯
科
医
療
が
健
康
に
寄

与
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

歯
科
が
健
康
維
持
に
重
要
な
機
能

を
果
た
す
一
方
で
、
こ
の
数
年
、
歯

科
医
院
自
体
の
経
営
は
困
難
さ
を
増

し
て
い
る
。
特
に
都
会
で
は
、
悲
惨

な
状
況
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
歯
科
困
窮
の
影
響
は
、
歯

科
技
工
士
や
歯
科
衛
生
士
の
採
用
、

待
遇
に
も
及
び
、
今
で
は
「
歯
科
は

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
し
て
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
状
況

が
続
け
ば
、
適
切
な
歯
科
医
療
供
給

体
制
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な

い
と
危
惧
す
る
。

歯
科
の
困
窮
の
要
因
は
、「
ま
だ

ま
だ
国
民
の
多
く
が
口
腔
状
態
に
満

足
し
て
い
る
と
言
え
な
い
」
と
の
調

査
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に
、
単
純
に

需
給
問
題
だ
け
に
求
め
ら
れ
な
い
。

窓
口
負
担
の
三
割
導
入
に
よ
る
受
診

抑
制
。
三
十
年
に
も
わ
た
り
安
価
に

据
え
置
か
れ
、
赤
字
部
門
と
し
て
放

置
さ
れ
た
多
く
の
保
険
診
療
項
目
。

高
度
成
長
が
い
つ
ま
で
も
続
く
と
の

幻
想
の
も
と
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
冠
な
ど

の
補
綴
部
門
を
保
険
に
収
載
せ
ず
、

自
費
診
療
と
し
て
患
者
さ
ん
か
ら
直

接
徴
収
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
歯
科
政

策
の
失
敗
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
混

合
診
療
を
容
認
す
る
こ
と
が
、
医
療

費
の
抑
制
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
と

知
っ
た
上
で
、
頬
か
ぶ
り
し
た
厚
生

官
僚
の
謀
略
も
原
因
と
し
て
見
逃
す

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

歯
科
は
、
今
ま
さ
に
崩
壊
の
瀬
戸

際
に
あ
る
。
も
う
同
じ
過
ち
を
繰
り

返
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
政
権
交
代

と
な
っ
た
今
が
、
改
革
の
チ
ャ
ン
ス

と
認
識
す
る
。
石
川
県
保
険
医
協
会

は
、
適
正
な
診
療
項
目
の
保
険
収

載
、
窓
口
負
担
の
軽
減
を
求
め
、

「
国
民
の
す
べ
て
が
料
金
に
不
安
を

待
た
ず
、
保
険
で
十
分
な
歯
科
治
療

を
受
け
ら
れ
る
」
よ
う
、
広
く
世
論

に
訴
え
る
活
動
を
展
開
す
る
一
方
、

同
時
に
ま
た
、
地
元
国
会
議
員
や
自

治
体
議
員
な
ど
に
も
果
敢
に
ア
タ
ッ

ク
し
、
本
来
あ
る
べ
き
歯
科
政
策
・

ビ
ジ
ョ
ン
を
保
団
連
と
と
も
に
提
言

し
、
歯
科
医
療
政
策
に
反
映
で
き
る

よ
う
行
動
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主

張
す
る
も
の
で
あ
る
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に 

崩
壊
寸
前
の
歯
科
医
療
を
救
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崩
壊
寸
前
の
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医
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救
え 

崩
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二
〇
〇
九
年
度  

第
三
回
保
団
連
研
究
部
会 

膨
大
な
会
議
資
料
が
配
布
さ
れ
、 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に 

副
会
長
　
平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

二
〇
〇
九
年
度
第
三
回
保
団

連
研
究
部
会
が
十
一
月
十
五
日

（
日
）、
大
阪
府
保
険
医
協
会
の

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

研
究
部
会
も
、
全
国
代
議
員

会
な
ど
の
例
に
漏
れ
ず
、
資
料

が
多
い
。
事
前
資
料
が
百
十
三

ペ
ー
ジ
。
学
術
研
究
活
動
関
連

の
新
聞
切
り
抜
き
集
が
、
第
二

集
、
第
三
集
で
約
九
十
ペ
ー

ジ
。
加
え
て
、
当
日
資
料
と
し

て
百
ペ
ー
ジ
。
こ
れ
に
、
い
く

つ
か
の
協
会
か
ら
追
加
資
料
が

追
加
さ
れ
る
。
い
つ
も
な
が

ら
、
読
む
だ
け
で
も
苦
労
す
る

部
会
で
あ
る
。

さ
て
、
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
」。
午

前
は
、
京
都
医
療
事
業
協
同
組

合
の
管
理
薬
剤
師
・
川
上
美
登

里
氏
が
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
品
評

価
を
再
考
察
す
る
」
と
題
し
て

講
演
し
、
同
時
に
問
題
提
起
を

行
っ
た
。
以
下
、
内
容
の
要

約
。当

事
業
所
で
は
薬
剤
の
患
者

さ
ん
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す

る
た
め
に
後
発
品
を
採
用
し
て

き
た
が
、
前
提
と
し
て
品
質
保

証
が
欠
か
せ
な
い
。
生
物
学
的

同
等
性
が
人
で
検
証
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年

か
ら
で
、
そ
れ
以
前
の
試
験
法

で
承
認
さ
れ
た
後
発
品
に
は
問

題
が
残
る
。

厚
労
省
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
品

質
や
研
究
論
文
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
問
題
に
つ
い
て
再
検
討

し
、
二
〇
〇
九
年
夏
に
公
表
し

て
い
る
（
三
十
一
成
分

八
百
七
十
六
品
目
で
、
二
成
分

二
品
目
に
問
題
あ
り
と
し
て
自

主
回
収
）。

当
事
業
所
で
も
多
く
の
後
発

メ
ー
カ
ー
か
ら
情
報
を
入
手

し
、
比
較
検
討
し
て
い
る
。
医

師
ば
か
り
で
な
く
、
薬
剤
師
と

し
て
も
確
実
な
情
報
を
収
集

し
、
発
信
す
べ
き
と
の
思
い
が

あ
る
。

講
演
を
受
け
、
部
員
か
ら
日

本
方
式
の
品
質
評
価
に
対
す
る

懐
疑
論
・
同
情
論
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
主

な
も
の
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す

る
。先

発
品
と
後
発
品
で
い
く
ら

同
じ
成
分
と
は
い
え
、
単
に
、

溶
出
速
度
を
判
定
の
根
拠
に
し

て
良
い
の
か
。
同
じ
く
、
健
康

人
を
被
験
者
に
し
た
血
中
濃
度

に
よ
っ
て
、
本
当
に
生
物
学
的

同
等
性
を
担
保
さ
れ
た
と
言
え

る
の
か
。
循
環
器
疾
患
で
は
、

新
し
く
開
発
さ
れ
た
薬
は
、
過

去
の
薬
剤
の
欠
点
を
克
服
し
た

良
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、

先
発
品
か
ら
後
発
品
に
切
り
替

え
た
途
端
に
心
不
全
が
悪
化
す

る
な
ど
の
事
例
が
あ
り
、
後
発

品
そ
の
も
の
と
会
社
双
方
に
不

安
が
あ
る
。

逆
に
、
先
発
・
後
発
に
限
ら

十
一
月
二
十
一
日（
土
）、二
十
二

日（
日
）
の
両
日
、
大
阪
市
に

て
保
団
連
第
五
回
政
策
部
会
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
一

日
目
の
学
習
会
を
中
心
に
報
告

す
る
。

一
日
目
は
、
二
宮
厚
美
神
戸

大
学
教
授
を
講
師
に
、「
新
し

い
福
祉
国
家
の
構
想
と
憲
法

二
五
条
」
を
題
目
と
し
た
学
習

会
が
開
か
れ
た
。

二
宮
教
授
は
、
現
在
の
日
本

を
新
自
由
主
義
の
も
と
で
の
社

会
的
破
局
、
経
済
的
破
綻
、
財

政
危
機
状
態
で
あ
る
と
認
識

し
、
そ
の
根
本
的
解
決
の
た
め

に
は
新
し
い
福
祉
国
家
構
想
が

必
要
と
説
か
れ
た
。

こ
の
国
家
構
想
で
は
、
徹
底

的
な
所
得
の
垂
直
的
な
再
配
分

を
実
施
す
る
。
具
体
的
に
は
法

人
税
率
を
引
き
上
げ
、
大
企
業

の
莫
大
な
内
部
留
保
を
吐
き
出

さ
せ
る
。
消
費
税
は
取
ら
な

い
。
現
政
権
も
推
進
し
よ
う
と

し
て
い
る
地
方
分
権
構
想
も
、

地
方
に
一
定
の
お
金
を
与
え

て
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
地

方
に
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
意

図
の
も
の
で
、
国
の
責
任
放
棄

と
い
う
面
が
あ
り
危
険
な
も
の

で
あ
る
。

社
会
保
障
の
三
つ
の
柱
、
す

な
わ
ち
①
現
金
給
付
型
所
得
保

障
②
現
物
給
付
型
社
会
サ
ー
ビ

ス
保
障
③
公
的
規
制
・
ル
ー

ル
、
基
準
が
あ
る
が
、
現
金
給

付
型
は
福
祉
の
市
場
化
を
生
む

弊
害
が
あ
り
、
現
物
給
付
型
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

今
後
、
憲
法
二
五
条
を
軸
に

し
た
社
会
権
の
体
系
を
整
え
る

上
で
、
社
会
保
障
基
本
法
の
創

設
は
意
義
の
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
福
祉
八
法
と
の
関
係
な
ど
、

整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
も
残
る
。

以
上
の
よ
う
な
骨
子
で
あ
る

が
、
政
策
部
と
し
て
は
今

後
、
二
宮
教
授
、
渡
辺
治
教

授
、
後
藤
道
夫
教
授
な
ど
が
運

営
し
て
い
る
「
福
祉
国
家
構
想

研
究
会
」
に
保
団
連
が
資
金
を

提
供
し
、
平
和
と
福
祉
を
基
本

と
し
た
国
づ
く
り
と
い
っ
た

テ
ー
マ
の
委
託
研
究
を
保
団
連

理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

二
日
目
は
、
も
た
つ
い
て
い

る
後
期
高
齢
者
制
度
廃
止
を
政

新
自
由
主
義
政
策
に
よ
り
、
破
綻
状
態
の
日
本
 

憲
法
二
五
条
を
軸
に
、福
祉
国
家
を
ど
う
創
る
か
 

●
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年
度
 
第
五
回
政
策
部
会
 

新
自
由
主
義
政
策
に
よ
り
、
破
綻
状
態
の
日
本
 

憲
法
二
五
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を
軸
に
、福
祉
国
家
を
ど
う
創
る
か
 

副
会
長
　
喜
多
　
徹（
野
々
市
町
・
内
科
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ず
メ
ー
カ
ー
の
提
供
体
制
や
副

作
用
な
ど
の
情
報
提
供
体
制
に

完
全
は
な
く
、
現
場
の
医
師
・

薬
剤
師
の
プ
ロ
と
し
て
、
個
別

の
慎
重
な
対
応
が
重
要
と
の
意

見
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
後
発
品
を
多
く
使
用

す
る
こ
と
で
、
当
面
は
患
者
さ

ん
の
負
担
軽
減
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
新
薬
の
価
格
上
昇

を
招
く
こ
と
に
な
り
、
結
果
と

し
て
医
療
費
の
増
加
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
出
さ

れ
た
。

番
外
と
し
て
、
個
別
指
導
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
使
う
よ
う
指

導
さ
れ
る
傾
向
が
出
て
き
た
の

は
忌
々
し
き
こ
と
だ
、
保
団
連

と
し
て
は
反
対
を
表
明
す
べ
き

だ
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に
つ
い
て
、

合
意
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
保
団
連
の
研
究
部

会
と
し
て
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の

評
価
を
国
の
責
任
で
行
い
、
日

本
版
オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
を
開
業

医
が
安
心
し
て
使
え
る
も
の
と

す
る
よ
う
要
求
す
る
」
こ
と
に

関
し
て
は
、
決
議
さ
れ
る
に

至
っ
た
。

ま
た
、
保
団
連
が
発
行
す
る

『
全
国
保
険
医
新
聞
』
に
「
私

の
使
用
経
験
」
と
し
て
八
人
の

医
師
・
薬
剤
師
が
連
載
す
る
こ

と
が
前
回
の
部
会
で
決
ま
っ
た

が
、
今
回
は
そ
の
原
稿
内
容
に

関
し
て
了
承
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
議
案
は
紙
面
の
関

係
で
割
愛
す
る
。

府
与
党
に
急
が
せ
る
方
策
、
事

業
仕
分
け
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
が
、
診
療
報
酬
の
一
部
の

カ
ッ
ト
を
決
定
し
た
こ
と
に
対

す
る
反
論
、
開
業
医
と
勤
務
医

の
所
得
格
差
を
意
図
的
に
強
調

し
た
医
療
経
済
実
態
調
査
に
対

す
る
対
応
、
そ
れ
に
混
合
診
療

を
巡
る
東
京
高
裁
判
決
に
つ
い

て
の
見
解
な
ど
、
当
面
す
る
諸

問
題
に
つ
い
て
、
幅
広
く
討
議

し
た
。

事
務
局
　
小
野
　
栄
子
 

十
三
人
の
歯
科
会
員
が
参
加
し
、交
流
会
を
開
催
 

歯
科
界
の
抱
え
る
課
題
を 

気
軽
に
意
見
交
換
で
き
る
場
に 

歯
科
界
の
抱
え
る
課
題
を 

気
軽
に
意
見
交
換
で
き
る
場
に 

石
川
県
保
険
医
協
会
歯
科
部

は
、
十
月
三
十
一
日
（
土
）、

歯
科
会
員
交
流
会
を
開
催
し

た
。
歯
科
界
が
抱
え
る
課
題
や

ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
、
肩
肘
張

ら
ず
に
気
軽
に
意
見
交
換
で
き

る
場
を
と
、
今
回
初
め
て
企
画

し
た
。
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
歯

科
部
主
催
講
演
会
に
参
加
し
て

い
る
会
員
、
モ
ニ
タ
ー
、
歯
科

部
員
を
中
心
に
十
三
人
が
参
加

し
た
。

第
一
部
は
、
平
田
米
里
副
会

長
が
、
混
合
診
療
と
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化
に
つ
い
て

問
題
提
起
。
そ
れ
に
対
し
て
、

参
加
し
た
会
員
の
中
で
率
直
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
さ

ら
に
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
の

中
、
ビ
ー
ル
片
手
に
第
一
部
の

続
き
で
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。今

年
度
、
歯
科
部
で
は
多
様

な
講
演
会
を
企
画
し
た
が
、
そ

の
流
れ
と
は
一
味
違
う
形
で
、

率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
た
こ

と
は
何
よ
り
の
収
穫
だ
っ
た
。

来
年
度
は
さ
ら
に
多
く
の
会
員

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
交
流

会
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

歯
科
会
員 

交
流
会 

歯
科
会
員 

交
流
会 

肩肘張らず、自由な意見交換を目的に開催された歯科会員交流会
（10月31日・ホテル金沢）
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「もの」から「人」へ 
「教える」から「支える」へ 

食育プロジェクトメンバー　不島　健持（金沢市・歯科） 

第6回食育講演会 
（１１月７日・石川県地場産業振興センター） 

離乳の支援  

十
一
月
七
日
、
石
川
県
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
石
川
県
健
康
福
祉
部
少
子

化
対
策
監
室
母
子
保
健
・
食
育

グ
ル
ー
プ
の
濱
口
優
子
先
生
を

お
招
き
し
、『「
離
乳
の
支
援
」

〜
「
も
の
」
か
ら
「
人
」
へ
、

「
教
え
る
」
か
ら
「
支
え
る
」
へ

〜
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
第
六

回
食
育
講
演
会
を
開
催
し
た
。

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
分
野
に
お

い
て
関
心
の
高
い
食
育
関
連
の

講
演
と
あ
っ
て
か
、
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
の
ほ
か
に
、

看
護
師
、
助
産
師
、
言
語
聴
覚

士
、
保
育
士
、
調
理
師
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
の
方
か
ら

六
十
六
人
の
ご
参
加
を
い
た
だ

い
た
。

講
演
要
旨
は
、
①
「
食
」
の

支
援
の
考
え
方
が
変
わ
っ
た
！

②
お
母
さ
ん
の
悩
み
っ
て
ど
ん

な
こ
と
？ 
③
今
ど
き
の
授
乳
・

離
乳
最
新
情
報 
④
離
乳
期
の

食
の
ポ
イ
ン
ト
〜
一
人
一
人
の

発
達
を
支
援
〜 

⑤
口
腔
機
能

の
発
達
と
食
の
支
援 

⑥
「
食
」

の
支
援
は
「
子
育
て
支
援
」

で
、
以
下
の
ご
説
明
を
い
た
だ

い
た
。

「
食
」
の
支
援
の
考
え
方
の

変
化
と
し
て
、
給
食
に
関
し
、

平
成
十
五
年
の
「
健
康
増
進

法
」
の
施
行
に
よ
り
、
給
食
が

集
団
か
ら
個
々
人
の
年
齢
や
栄

養
状
態
な
ど
を
考
慮
し
提
供
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
平
成
十
六
年
「
保
育
所
に

お
け
る
食
を
通
じ
た
子
ど
も
の

健
全
育
成
（
い
わ
ゆ
る
「
食

育
」）
に
関
す
る
取
り
組
み
の

推
進
に
つ
い
て
」、
平
成
十
七

年
「
食
育
基
本
法
」、
平
成

二
十
一
年
「
保
育
所
保
育
指
針

の
改
定
に
つ
い
て
」
に
よ
り
、

食
育
は
生
き
る
上
で
の
基
本
で

あ
り
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の

基
礎
で
あ
る
と
し
、
食
育
の
推

進
に
あ
た
り
「
教
え
る
」
の
で

は
な
く
「
支
え
る
」
と
い
う
方

向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
平

成
十
九
年
「
授
乳
・
離
乳
の
支

援
ガ
イ
ド
」
が
「『
も
の
』
か

ら
『
人
』
へ
」
と
「『
教
え
る
』

か
ら
『
支
え
る
』
へ
」
を
基
本

と
し
て
作
成
さ
れ
た
。
子
育
て

に
お
い
て
、
母
親
の
不
安
は
授

乳
、
離
乳
に
関
す
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
不
安
を
解
消
し
、
母

親
が
自
信
を
持
っ
て
地
域
の
中

で
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
こ

と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
。
そ

の
支
援
の
た
め
に
は
、
口
腔
機

能
の
発
達
や
授
乳
と
離
乳
に
つ

い
て
の
正
し
い
情
報
を
分
か
り

や
す
く
理
論
的
に
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
。「
食
べ
る
」
こ
と

は
学
習
で
あ
り
、
効
率
よ
く
学

ぶ
教
材
が
離
乳
食
で
あ
る
。
離

乳
を
通
し
、
食
べ
方
、
飲
み
方

の
発
達
を
育
む
支
援
、
お
母
さ

ん
自
身
の
体
験
を
支
援
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

講
演
後
、
歯
科
関
係
は
も
と

よ
り
、
医
師
、
言
語
聴
覚
士
、

保
育
士
の
方
々
よ
り
ご
質
問
を

い
た
だ
き
、
活
発
な
討
論
が
交

わ
さ
れ
た
。
ま
た
、
講
師
自
ら

ご
用
意
い
た
だ
い
た
離
乳
食
を

試
食
す
る
機
会
を
得
、
離
乳
の

進
め
方
に
関
し
、
よ
り
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
、
管
理
栄
養
士
と
い
う

立
場
か
ら
行
政
サ
イ
ド
で
ご
活

躍
の
先
生
の
ご
講
演
を
賜
り
、

共
感
を
覚
え
る
ば
か
り
で
な

く
、
新
た
に
認
識
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
食
育
活
動

の
必
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
充
実
の
た
め
各
関

連
分
野
の
交
流
が
重
要
だ
と
痛

感
し
た
。

理
事
　
山
本
　
司（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

お
も
て
な
し
の
心  

先
代
女
将
か
ら
学
ん
だ
こ
と 

加
賀
屋
の
接
遇
の
神
髄
を
医
療
現
場
で
生
か
す
た
め
に 

接
遇
講
座 

接
遇
講
座 

接
遇
講
座 

十
一
月
八
日
、
秋
晴
れ
の
日

曜
日
、
都
ホ
テ
ル
で
医
科
・
歯

科
ス
タ
ッ
フ
接
遇
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
講
師
は
、
和
倉
温
泉

「
加
賀
屋
」
で
客
室
係
の
教
育

担
当
を
務
め
る
長
子
さ
ん
と
の

こ
と
で
、
関
心
も
高
く
、
ス

タ
ッ
フ
は
も
と
よ
り
医
科
・
歯

科
会
員
も
合
わ
せ
て
百
七
十
四

人
が
参
加
し
、
盛
況
と
な
っ

た
。

長
子
さ
ん
の
お
話
は
、
長
年

の
接
客
経
験
に
基
づ
い
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
対
処
法
・
解
決

法
に
は
納
得
さ
せ
ら
れ
る
と
同

時
に
、
胸
を
打
つ
お
話
が
多

か
っ
た
。
内
容
を
簡
単
に
紹
介

す
る
と
と
も
に
感
想
を
述
べ
、

報
告
と
す
る
。

加
賀
屋
は
、
全
国
か
ら
入
社

希
望
が
殺
到
す
る
ほ
ど
の
人
気

が
あ
る
一
方
、
正
式
採
用
に
至

る
に
は
三
カ
月
の
研
修
期
間
に

お
い
て
、
厳
し
い
条
件
を
ク
リ

ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研

修
の
内
容
は
、
お
出
迎
え
、
お

見
送
り
の
仕
方
、
身
だ
し
な
み

の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
基
本
か
ら

始
ま
り
、
客
室
担
当
と
も
な
れ

ば
、
一
人
ひ
と
り
が
経
営
者
の

つ
も
り
で
、
お
も
て
な
し
を
す

る
こ
と
が
大
切
と
教
え
ら
れ
る

と
の
こ
と
。

本
題
の
「
お
も
て
な
し
の

心
」
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
宿

泊
客
と
の
具
体
的
事
例
を
も
と

に
お
話
し
さ
れ
た
。

接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
守
る
こ

と
は
大
切
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
心
が
な
い
応
対
に
な
り
か
ね

な
い
。
ま
た
、
言
葉
遣
い
や
対

応
を
ひ
と
つ
間
違
え
る
と
「
仲

居
を
交
代
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
ク
レ
ー
ム
に
も
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
部

屋
へ
お
通
し
す
る
ま
で
の
間

に
、
お
客
様
同
士
の
何
気
な
い

会
話
や
し
ぐ
さ
な
ど
を
よ
く
観

察
し
て
、
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
に

適
し
た
接
遇
を
し
な
く
て
は
い

け
な
い
。

時
に
、
お
客
様
か
ら
無
理
難

題
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、「
で
き
ま
せ
ん
、
あ

り
ま
せ
ん
」
と
即
答
す
る
よ
う

で
は
角
が
立
つ
。「
一
度
探
し

て
み
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
を
し

て
み
ま
す
か
ら
お
待
ち
く
だ
さ

い
」
と
い
っ
た
対
応
が
で
き
れ

ば
、
お
客
様
か
ら
あ
り
が
と
う

と
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け

る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
ク
レ
ー
ム
を
受
け
た

時
に
は
、「
お
客
様
は
お
金
を

払
っ
て
自
分
の
欠
点
を
指
摘
し

て
く
れ
て
い
る
」
と
発
想
を
転

換
し
、
笑
顔
で
対
応
を
す
る
こ

と
が
大
切
と
話
さ
れ
た
。

「
高
価
な
物
で
な
く
て
も
、

お
客
様
の
心
に
残
る
サ
ー
ビ
ス

が
最
良
の
も
の
で
あ
り
、
私
た

ち
は
会
話
の
中
で
、
さ
り
げ
な

い
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
心
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
で
あ
る
」「
言
葉
は

心
の
鏡
で
あ
り
、
相
手
を
傷
つ

け
た
り
も
す
る
し
、
幸
せ
に
す

る
こ
と
も
で
き
る
」「
サ
ー
ビ

ス
は
無
形
で
あ
る
が
無
料
で
は

な
い
」
な
ど
の
格
言
か
ら
、
参

加
者
は
加
賀
屋
の
お
も
て
な
し

の
真
髄
を
見
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

非
常
に
貴
重
で
、
有
意
義
な

二
時
間
の
講
演
で
あ
っ
た
。

講師は、和倉温泉「加賀屋」の
客室係で、教育担当の長子さん

174人の医療スタッフらが、熱心に耳を傾けた（11月8日・金沢都ホテル）

講師の石川県健康福祉部少子化
対策監室の濱口優子先生 離乳食の試食実習も 

囲 

解 
答 

碁 4

イ
 

35
1
2

（
問
題
は
11
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
の
ワ
リ
コ
ミ
か
ら
3
と
打
つ
の

が
好
手
段
。
白
4
に
黒
5
で
白
死
で
す
。

黒
1
で
2
は
白
1
で
白
生
き
。
白
2
で

5
な
ら
黒
2
で
白
死
。
白
2
で
イ
も
黒

2
で
白
死
で
す
。
 

▲
1
二
角
成
△
同
玉
▲
2
一
飛

成
△
1
三
玉
▲
2
二
銀
打
△
2

三
玉
▲
1
五
桂
△
同
歩
▲
1
二

竜
△
同
玉
▲
1
四
香
△
2
三
玉

▲
1
三
香
成
ま
で
13
手
詰
。 

〈
解
説
〉
▲
1
二
角
成
か
ら
▲
2

一
飛
成
が
好
手
順
で
、
7
手
目

▲
1
五
桂
と
捨
て
て
▲
1
二
竜

が
決
め
手
で
、
▲
1
四
香
で
ピ

ッ
タ
リ
決
ま
る
。 

将
棋
解
答 

（
問
題
は
11
面
に
あ
り
ま
す
） 
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会員デビュー講演 
・シンポジウム　 1

第18回 

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て 

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
作
り 
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て 

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
作
り 

や
ま
も
と
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
山
本
ひ
ろ
み（
七
尾
市
・
眼
科
） 

テーマ 

四
十
年
ぶ
り
の
故
郷
に
開
業
し
て 

二
〇
〇
七
年
六
月
二
十
一

日
、
生
ま
れ
故
郷
七
尾
に
、
眼

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
ま
し

た
。
中
学
卒
業
後
、
七
尾
を
離

れ
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
も
勤

務
医
と
し
て
約
三
十
年
、
そ
の

間
、
七
尾
で
仕
事
し
た
こ
と
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
約
四
十
年
ぶ
り
の
Ｕ
タ
ー

ン
で
し
た
。

早
く
一
人
前
に
な
り
た
い

と
、
夢
中
で
研
修
医
時
代
を
過

ご
し
、
当
時
、
奥
能
登
の
眼
科

医
不
足
を
実
感
し
た
こ
と
か

ら
、
眼
科
専
攻
を
決
心
し
ま
し

た
。
臨
床
十
年
間
の
後
、
広
い

視
野
で
医
療
を
考
え
る
に
は
大

切
な
経
験
と
夫
の
ド
イ
ツ
遊
学

に
同
行
、
ド
イ
ツ
の
眼
科
を
少

し
経
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
す
ぐ
に
は
臨
床
に

戻
ら
ず
、
基
礎
実
験
か
ら
考
え

る
医
学
に
触
れ
た
い
と
、
単
身

で
母
校
の
自
治
医
大
に
通
い
、

脳
や
網
膜
の
電
顕
実
験
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
学
位
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
区
切
り
に

家
族
の
た
め
に
過
ご
す
時
間
も

大
切
に
し
た
い
と
、
金
沢
で
勤

務
医
生
活
を
始
め
て
数
年
後
、

夫
が
急
逝
。
そ
の
後
は
二
人
の

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
第
一

に
、
勤
務
医
生
活
を
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
の
時
そ
の
時
を
精
一

杯
過
ご
し
て
い
る
間
に
、
卒
後

二
十
八
年
が
過
ぎ
て
い
ま
し

た
。二

人
の
子
ど
も
が
大
学
に

入
っ
て
一
年
た
ち
、
自
分
の
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
時
期

は
今
だ
と
、
ふ
と
気
づ
い
た
の

で
す
。
二
〇
〇
六
年
晩
秋
、
開

業
を
決
心
。
た
く
さ
ん
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
慌
し
く
翌
年
六

月
、
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。

開
業
準
備
の
第
一
歩
は
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
づ
く
り
か
ら
で
し

た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
先
生
に
何

回
も
考
え
て
い
た
だ
き
、
今
の

形
に
決
定
。
三
本
の
睫
毛
の
イ

メ
ー
ジ
に
、
診
療
の
基
本
、
つ

ま
り
、
知
識
と
技
術
、
経
験
、

そ
し
て
奉
仕
の
精
神
を
表
し
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
色
も
フ
ラ

ン
ス
伝
統
色
か
ら
王
様
の
ブ

ル
ー
と
孔
雀
の
羽
の
緑
を
選

び
、
こ
の
色
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

基
調
色
と
決
め
ま
し
た
。
あ
の

時
、
な
ぜ
あ
れ
だ
け
こ
だ
わ
っ

た
の
か
と
、
今
考
え
る
と
不
思

議
で
す
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
イ

メ
ー
ジ
創
り
を
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
出
し
ま
す
。

次
に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療

理
念
を
考
え
ま
し
た
。
①
安
心

安
全
を
第
一
に
医
療
を
行
う
こ

と
②
地
域
に
根
ざ
し
た
信
頼
さ

れ
る
医
療
を
行
う
こ
と
③
気
持

ち
に
配
慮
す
る
暖
か
い
医
療
を

行
う
こ
と
、
の
三
つ
と
決
め
ま

し
た
。

実
家
の
一
階
を
全
面
改
装
し

て
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
す
る
こ
と
に

決
め
、
た
く
さ
ん
の
専
門
家
の

皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
手
探
り
で
進
み
ま
し
た
。

準
備
を
し
て
い
く
上
で
壁
に
ぶ

つ
か
っ
た
と
き
に
も
、
地
元
出

身
で
あ
る
こ
と
で
、
周
囲
の

方
々
に
よ
り
暖
か
く
対
応
し
て

い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
改
装
の
た
め
一

階
部
分
の
壁
を
全
部
取
り
払
い

柱
だ
け
に
な
っ
て
い
た
時
、
予

想
だ
に
し
な
か
っ
た
能
登
半
島

地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
幸

い
大
事
無
か
っ
た
も
の
の
工
期

が
か
な
り
遅
れ
心
配
し
ま
し

た
。
な
ん
と
か
開
院
日
に
間
に

合
っ
た
の
は
、
本
当
に
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。季

節
感
を
大
切
に
、
明
る
く

清
潔
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
し
た

い
。
花
と
緑
で
和
み
の
あ
る
空

間
に
し
た
い
。
院
内
禁
煙
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
喫
煙
場
所
は

入
り
口
よ
り
離
れ
た
所
に
設
置

し
た
い
。
心
地
よ
い
音
楽
の
流

れ
る
診
療
空
間
に
し
た
い
。

「
患
者
様
」
と
呼
ば
ず
に
名

前
に
は
〝
さ
ん
〞
を
つ
け
て

お
呼
び
し
よ
う
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
勤
務
医
生
活
で
感
じ
て
い

た
こ
と
を
実
行
で
き
た
こ
と

が
、
夢
の
実
現
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
器
械
の
選
定
、

各
種
手
続
き
申
請
、
資
金
調
達

な
ど
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
し
た
が
、
各
部
門
の
ベ
テ

ラ
ン
に
手
助
け
い
た
だ
き
、
な

ん
と
か
開
院
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
開
業
後
二
年
半
に
な

り
ま
し
た
が
、
問
題
点
は
常
に

湧
き
上
が
り
、
ま
だ
ま
だ
発
展

途
上
で
す
。
進
歩
変
化
す
る
医

学
の
中
で
、
そ
の
時
々
の
標
準

的
な
医
療
を
意
識
し
て
、
自
分

自
身
も
進
化
し
な
が
ら
末
永
く

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
能
登
の
眼
科
医
不
足
を
感

じ
た
こ
と
か
ら
志
し
た
三
十
年

前
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
、
肩

に
力
を
入
れ
ず
に
、
最
後
の
仕

事
場
と
考
え
て
、
地
域
の
お
役

に
立
て
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日ごろの疑問の 
解決のために 
日ごろの疑問の 
解決のために 
日ごろの疑問の 
解決のために 

第１０回 第１０回 

なんでも学術！なんでも回答?よろず勉強会 なんでも学術！なんでも回答?よろず勉強会 なんでも学術！なんでも回答?よろず勉強会 
～お待たせしました　待望のテーマで開催します～ 
メイン 
テーマ 
日常診療における泌尿器科疾患の見方 
～泌尿器科診断治療に結びつく開業医的診療について～ 

★と  き 2010年2月4日（木）午後７時半～午後９時 
★ところ 金沢都ホテル 5階「蓬莱の間」（ＪＲ金沢駅東口正面） 
★対　象 会員医師に限らせていただきます。（定員は先着３０人とさせていただきます） 
★申込み １月２９日までにＦＡＸ、またはお電話でお申し込みください。 

主催／石川県保険医協会  
 電 話：076（222）5373  
 ＦＡＸ：076（231）5156

講師の山本ひろみ会員

「やまもと眼科クリニック」のロゴマーク
山本ひろみ院長苦心の作で実物はカラー

約40年ぶりに生まれ故郷の七尾にUターンして開業
するまでの経緯と、その後の2年半を振り返って
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

４８

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

た
っ
た
一
錠
で
終
末
期
？

２６

池
乃
内
善
観
さ
ん
（
仮
名
）

は
九
十
四
歳
の
男
性
の
方
で

す
。
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介

護
型
の
Ａ
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に

お
ら
れ
ま
す
。
基
礎
疾
患
は
、

慢
性
腎
不
全
（
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

二
・
七
）、
気
管
支
喘
息
、
老
人

性
そ
う
痒
症
、
認
知
症
、
前
立

腺
肥
大
、
神
経
因
性
膀
胱
、
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
陳
旧
性
脳
梗

塞
、
高
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
血

症
と
満
身
創
痍
と
も
い
え
る
病

名
が
多
数
あ
り
ま
す
が
、
本
人

は
比
較
的
元
気
で
す
。
夜
間
、

食
べ
物
を
求
め
て
外
出
行
動
を

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
落
ち
着
い
て
生
活
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

池
之
内
さ
ん
は
二
〇
〇
Ｘ
年

七
月
十
六
日
に
、
右
下
肢
に
強

い
疼
痛
を
訴
え
る
よ
う
に
な

り
、
往
診
を
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。
診
察
す
る
と
、
疼
痛
の
性

質
は
神
経
痛
様
で
あ
り
、
疼
痛

の
分
布
が
ち
ょ
う
ど
Ｌ
４
領
域

に
あ
り
、
腰
椎
管
狭
窄
症
に
よ

る
Ｌ
４
の
神
経
根
痛
と
診
断
し

ま
し
た
。
か
な
り
痛
が
っ
て
お

り
神
経
性
疼
痛
な
の
で
、
カ
ル

バ
マ
ゼ
ピ
ン
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
を

一
錠
の
み
処
方
し
ま
し
た
。
少

量
な
の
で
副
作
用
は
あ
ま
り
出

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。翌

日
、
電
話
で
様
子
を
聞
く

と
、
疼
痛
は
幸
い
に
軽
減
し
、

ふ
ら
つ
き
も
で
ま
せ
ん
で
し

た
。
七
月
二
十
二
日
は
、
定
期

の
訪
問
診
察
日
で
し
た
。
下
肢

痛
は
軽
減
し
て
お
り
、
い
つ
も

と
変
わ
っ
た
様
子
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

八
月
五
日
に
な
り
、
担
当
の

看
護
師
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
意
識
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て

お
り
、
呼
名
反
応
に
乏
し
く
顔

貌
も
変
化
し
て
お
り
、
危
な
い

感
じ
が
す
る
と
い
う
の
で
す
。

す
ぐ
往
診
に
出
か
け
る
と
、
確

か
に
看
護
師
の
言
う
と
お
り
で

す
。
診
察
で
は
麻
痺
な
ど
の
神

経
局
所
兆
候
は
な
く
、
い
わ
ゆ

る
広
義
の
代
謝
性
因
子
に
よ
る

意
識
障
害
を
考
え
ま
し
た
。
脱

水
・
電
解
質
異
常
・
急
性
炎
症

が
な
い
か
血
液
検
査
を
急
ぎ
で

し
ま
し
た
が
、
異
常
あ
り
ま
せ

ん
。
以
前
か
ら
内
服
し
て
い
た

気
管
支
拡
張
薬
テ
オ
フ
ィ
リ
ン

の
中
毒
で
は
な
い
か
と
、
急
ぎ

で
血
中
濃
度
を
測
る
も
の
の

六
・
六
で
し
た
。
高
齢
者
の
場

合
、
何
か
変
な
こ
と
が
起
き
た

ら
薬
剤
性
で
は
な
い
か
と
考
え

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
池
之

内
さ
ん
を
振
り
返
る
と
、
七
月

十
六
日
か
ら
カ
ル
バ
マ
ゼ
ピ
ン

百
ミ
リ
グ
ラ
ム
一
錠
を
処
方
し

て
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
百
ミ
リ

グ
ラ
ム
一
錠
で
と
思
い
つ
つ
、

中
止
し
ま
し
た
。

八
月
六
日
に
は
息
子
さ
ん
と

面
談
し
、
病
状
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
老
衰
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
薬
の
影
響
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
様
子
を
見

ま
す
と
話
し
ま
し
た
。
息
子
さ

ん
は
、
お
盆
に
家
に
連
れ
て

帰
っ
て
よ
い
か
と
聞
か
れ
ま
し

た
。
よ
ほ
ど
体
調
が
悪
く
な
け

れ
ば
、
ぜ
ひ
連
れ
て
行
っ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
と
答
え
ま
し

た
。八

月
十
二
日
に
訪
問
診
察
に

伺
う
と
、
寝
て
い
る
こ
と
は
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に

改
善
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、

ホームページに会員の 
写真を募集します 

 
　保険医協会ホームページのトップページに、会
員の写真を募集します。 
　題材は、先生の地域の自然をテーマにしたもの
や患者さんの庭に咲いた季節の花々など、石川県
内の季節感のある写真です。 

メール；
お問い合わせ・送り先は下記へ 

カ
ル
バ
マ
ゼ
ピ
ン
百
ミ
リ
グ
ラ

ム
一
錠
の
た
め
だ
っ
た
と
判
断

し
ま
し
た
。
無
事
、
お
盆
に
は

家
に
帰
り
、
一
家
団
欒
を
過
ご

し
た
そ
う
で
す
。

八
月
十
九
日
に
訪
問
し
た
と

き
、
看
護
師
と
顔
を
見
合
わ
せ

「
も
ど
り
ま
し
た
ね
」
と
、
う

な
づ
き
あ
い
ま
し
た
。

意
識
が
改
善
す
る
と
同
時

に
、
再
び
下
肢
の
疼
痛
の
訴
え

も
出
て
き
ま
し
た
。
看
護
師
に

何
か
対
応
を
と
言
わ
れ
、
冗
談

に
「
カ
ル
バ
マ
ゼ
ピ
ン
再
開
し

よ
う
か
」
と
言
う
と
、
激
し
く

首
を
振
ら
れ
ま
す
。
あ
ま
り
効

か
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
ノ
イ

ロ
ト
ロ
ピ
ン
を
処
方
し
、
痛
い

と
い
っ
た
ら
同
部
に
ス
チ
ッ
ク

ゼ
ノ
ー
ル
を
塗
っ
て
、
そ
の
ヒ

ヤ
ヒ
ヤ
感
で
ご
ま
か
し
て
い
く

方
針
に
し
ま
し
た
。
幸
い
そ
れ

で
何
と
か
疼
痛
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
場
合
、
何
か
変
な

こ
と
が
起
き
た
ら
、
薬
剤
性
で

は
な
い
か
と
考
え
る
と
い
う
鉄

則
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
た
例
で
し
た
。

『公費負担医療等の手引』説明会 

理事　三宅　靖（金沢市・内科） 

医療機関の制度の理解が 
患者・利用者の利益に 
医療機関の制度の理解が 
患者・利用者の利益に 
医療機関の制度の理解が 
患者・利用者の利益に 

十
一
月
三
日
、
ホ
テ
ル
金
沢

に
お
い
て
「
公
費
負
担
医
療
等

の
手
引
・
説
明
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
保
団
連
独
自
の
同

名
の
テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
医

療
・
介
護
に
お
け
る
各
種
の
負

担
軽
減
制
度
な
ど
を
網
羅
し
て

説
明
す
る
も
の
で
、
二
十
七
の

医
療
機
関
か
ら
四
十
八
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
当
協
会
の
西
田
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
こ
の
会

を
通
し
て
医
療
機
関
側
が
制
度

の
理
解
を
深
め
、
患
者
さ
ん
、

利
用
者
さ
ん
に
利
益
が
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
工
藤
事
務
局
次
長

よ
り
、
基
本
的
な
医
療
保
険
制

度
と
医
療
保
険
の
諸
給
付
の
解

説
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
自

己
負
担
分
の
軽
減
と
な
る
高
額

療
養
費
制
度
は
、
日
常
業
務
で

も
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
も
の

で
、
入
院
患
者
の
み
な
ら
ず
在

宅
時
医
学
総
合
管
理
料
な
ど
を

算
定
す
る
場
合
に
は
、
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
分
は
医
療

機
関
へ
の
支
払
い
が
発
生
せ

ず
、
一
部
現
物
給
付
と
な
る
た

め
窓
口
で
の
対
応
が
必
要
に
な

る
た
め
、
こ
の
点
に
関
し
て
は

少
し
時
間
を
割
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
橋
爪
事
務
局
員
か
ら
介

護
保
険
、
高
齢
者
に
対
す
る
医

療
制
度
、
生
活
保
護
な
ど
の
制

度
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
後
期
高
齢
者
で
も
保
険

料
を
滞
納
す
る
と
、
資
格
証
明

書
を
発
行
す
る
こ
と
が
制
度
上

で
は
あ
り
う
る
こ
と
、
ま
た
生

活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
は

原
則
的
に
は
申
請
に
よ
る
保
護

が
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
実
際

に
は
弾
力
的
に
運
用
さ
れ
、
患

者
さ
ん
に
不
利
益
は
な
い
よ
う

で
す
が
、
制
度
上
の
厳
し
さ
は

否
め
ま
せ
ん
。

最
後
に
再
度
、
工
藤
次
長
か

ら
特
定
疾
患
、
労
災
、
交
通
事

故
な
ど
に
対
す
る
医
療
制
度
に

関
し
て
の
各
論
的
な
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
医
療

費
助
成
制
度
で
は
、
通
常
の
高

額
療
養
費
制
度
を
利
用
し
た
方

が
自
己
負
担
の
低
く
な
る
場
合

も
あ
る
、
な
ど
の
具
体
例
も
示

さ
れ
、
会
場
で
は
う
な
ず
き
な

が
ら
メ
モ
を
取
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
混
在
し

て
難
解
な
と
こ
ろ
も
多
い
の
で

す
が
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ

ん
、
利
用
者
さ
ん
が
恩
恵
を
享

受
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
種
の
制
度
を
し
っ
か
り
と
整

理
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。

定価 ： 4,000円（税・送料込）      

★会員価格 ： 2,000円 
体裁：Ｂ5判、590ページ 

公費負担 
医療等の手引 
公費負担 
医療等の手引 

お申し込みが必要です。→TEL：076-222-5373

好評です !好評です ! 保団連の出版物 

（2009年8月） 

27医療機関から48人が参加（11月3日・ホテル金沢）
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資
格
証
明
書
・
短
期
保
険
証
の 

発
行
中
止
を
要
請 

石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
懇
談 

資
格
証
明
書
・
短
期
保
険
証
の 

発
行
中
止
を
要
請 

事
務
局
長
　
神
田
　
順
一 

八
月
の
総
選
挙
で
新
し
い
政

権
が
誕
生
し
、
十
月
二
十
六
日

付
で
「
現
内
閣
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
が
必
要
な
医
療
を
受
け

る
機
会
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、（
資
格
証
明
書
は
）

原
則
と
し
て
交
付
し
な
い
こ
と

と
す
る
基
本
的
な
方
針
」
と
す

る
厚
労
省
保
険
局
長
通
知
が
発

出
さ
れ
た
。
こ
の
保
険
局
長
通

知
を
具
現
化
す
る
た
め
、
十
一

月
二
十
五
日
、
石
川
県
保
険
医

協
会
と
石
川
県
社
会
保
障
推
進

協
議
会
は
、
石
川
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
に
要
請
・
懇

談
し
た
。

応
対
し
た
西
川
文
明
・
国
保

広
域
連
合
事
務
局
長
は
「
資
格

証
明
書
と
短
期
保
険
証
の
発
行

に
つ
い
て
は
高
齢
者
の
医
療
確

保
法
と
同
施
行
規
則
に
従
い
厳

格
に
運
用
す
る
。
資
格
証
明
書

と
短
期
保
険
証
の
発
行
規
定
を

撤
回
す
る
つ
も
り
は
な
い
」

と
、
繰
返
し
回
答
す
る
だ
け
で

あ
っ
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
施

行
さ
れ
て
一
年
八
カ
月
経
過
し

た
が
、
す
で
に
石
川
県
内
で
は

各
市
町
の
判
断
で
一
年
以
上
の

滞
納
者
に
対
し
、
二
百
八
十
四

枚
の
短
期
保
険
証
が
発
行
さ
れ

て
い
る
。
懇
談
の
中
で
、
県
広

域
連
合
は
市
町
か
ら
こ
の
発
行

件
数
の
報
告
を
受
け
て
い
る
だ

け
で
、
滞
納
者
の
生
活
実
態
や

納
付
相
談
等
に
つ
い
て
、
何
ら

把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

短
期
保
険
証
の
発
行
目
的

は
、「
滞
納
者
と
の
接
触
の
機

会
を
増
や
す
こ
と
」
に
あ
る
。

し
か
し
資
格
証
明
書
や
短
期
保

険
証
に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健

法
施
行
の
時
か
ら
馴
染
み
が
な

く
、
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

に
は
理
解
困
難
な
場
合
も
あ

る
。保

団
連
が
実
施
し
た
国
保
資

格
証
明
書
を
交
付
さ
れ
た
被
保

険
者
の
受
診
率
調
査
（
二
〇
〇

七
年
度
）
で
は
、
一
般
被
保
険

者
の
受
診
率
に
比
べ
て
五
十
三

分
の
一
と
、
必
要
な
受
診
が
著

し
く
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
、
憲
法
第

一
四
条
「
法
の
下
の
平
等
」
か

ら
み
て
資
格
証
明
書
や
短
期
保

険
証
は
、
明
ら
か
に
憲
法
違
反

の
社
会
的
差
別
で
あ
り
、
滞
納

者
へ
の
制
裁
措
置
で
あ
る
。
保

険
料
の
「
滞
納
対
策
」
と
「
療

養
の
給
付
」（
現
物
給
付
）
は
、

別
個
の
問
題
と
し
て
取
扱
う
べ

き
で
あ
り
、
厚
労
省
保
険
局
長

通
知
に
沿
っ
て
資
格
証
明
書
の

発
行
規
定
の
撤
回
と
、
短
期
保

険
証
の
発
行
を
直
ち
に
や
め
る

こ
と
を
重
ね
て
強
調
し
て
懇
談

を
終
え
た
。

北陸自動車道 ●県立中央病院 

金沢駅 
西口 

金
石
街
道 

け
や
き
大
通
り 

●中央 
卸売市場 
●中央 
卸売市場 

●
駅
西
合
同
庁
舎 

●
駅
西
合
同
庁
舎 

「核兵器のない世界を」国際署名をすすめ、2010年・国連に代表を送る石川県実行委員会 
事務局：原水爆禁止石川県協議会　金沢市上荒屋1丁目312　電話（076）240-7192

安斎育郎さん　　講演会 
立命館大学特命教授・名誉教授／国際平和ミュージアム名誉館長 

核兵器のない世界をめざして ――核兵器をめぐる世界のうごきと 　　　 2010年NPT（核不拡散条約）再検討会議―― 
 

★日時 2010年1月30日（土）午後1時30分開場、2時開会 
★場所 金沢駅西健康センター内 駅西健康ホール「すこやか」 
 ※駅西合同庁舎横（金沢駅西口からバスまたは車で約5分）　TEL 234－5103

年
末
・
年
始
の 

事
務
局
休
務
の
ご
案
内 

年
末
・
年
始
の 

事
務
局
休
務
の
ご
案
内 

左
記
の
日
程
で
、
事
務
局
を
休
務
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
　
【
記
】 

二
〇
〇
九
年
十
二
月
二
十
九
日（
火
）か
ら 

二
〇
一
〇
年
一
月
五
日（
火
）ま
で 

１．現在、なぜ「国保一部負担金減免制度」の活用が重要になってきたのか。

2008 年 7 月 10 日、「医療機関の未収金問題に関する検討会」（事務局；厚生労

働省）報告が公表されました。報告書では、「医療機関の未収金が増えてきてい

ること」「その要因は『生活に因っており、医療保険の自己負担分の医療費を支

払う資力はないようだ』『支払能力はあるが、元々支払意思なし』が上位」と報

告されています。

そして未収金発生予防をするには、「生活困窮」「悪質滞納」を要因とする未収

金発生を念頭に対策を検討していくことが重要である」と考察され、その内、

「生活困窮」については、「一部負担金減免、生活保護の適切な運用など各種制度

の活用について、被保険者、患者に対する十分な情報提供や、きめ細かな相談が

行われる必要がある」と述べています。

このように、雇用情勢の悪化、国民の暮らしの悪化の結果、医療機関の未収金

が増えて、窓口一部負担が重いので、受診回数を減らしたり、中断するという事

態が進行しています。未収金の発生予防のためにも、適切な受診を確保する上で

も、国保一部負担減免制度が重要になっています。

２．国保一部負担制度はいつごろ何故、創設されたのでしょうか。

1956 年当時、約 2,900 万人（総人口比 32%）が医療保険の適用を受けていませ

んでした。保険に加入していない人は、医療機関への受診は困難な状況でした。

こうした中で「疾病と貧困の悪循環」を断ち切り、すべての国民を医療保険に加

入させ、病気になっても費用の心配なしに医療を受けることができるようにして

いくことが国民的課題となっていました。

このような時代背景の中で、新国民健康保険法は 1958 年 12 月に成立し、1959

年 1 月より実施となりました。この新国民健康保険法は、第 1条で法の目的とし

て「この法律は、国民健康保険事業の健全な運営を確保し、もつて社会保障及び

国民保健の向上に寄与すること」と明記されました。しかし、当時は、せっかく

国保制度を創設しても、5割負担のために受診できない人が多数存在していまし

た。そのため国は、国保法第 44 条で窓口一部負担減免規定を設け、国保への国

庫負担を増やしたのです。

３．国保一部負担減免制度を活用して適切な受診を確保しましょう。

低所得者のための国保一部負担金減免要綱がある自治体は、金沢市、白山市、

野々市町、羽咋市、志賀町です。そして七尾市、輪島市が現在作成中です。

金沢市の減免要綱では、生保基準の 100％～ 110％の場合は、一部負担は免除。

生保基準の 110％～ 120%は一部負担を減額です。高齢世帯（家賃 4万円）の場合

で試算すると、その世帯の年間所得が 14万 9千円未満は免除、14万 9千円～ 16

万 3千円は減額です。この所得だと心当たりの方々がいるのではないでしょうか。

ぜひ、心当たりの方々にこの制度を紹介し、減免申請へのご支援を期待します。

国民の声と要求が、政治を動かす時代となりました。石川県社会保障推進協
議会は今秋、恒例の自治体キャラバンを実施し、「憲法を暮らしに生かす政治
への転換」を要望してきました。その中で、国保一部負担減免要綱を創設する
自治体が増えてきました。この制度の活用をしていくために、この制度の意義、
内容について報告します。

国民健康保険一部負担減免制度を 
活用し、充実させましょう 
国民健康保険一部負担減免制度を 
活用し、充実させましょう 

石川県社会保障推進協議会事務局長　寺越　博之 
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熱傷の組織障害メカニズム 

熱傷部では高温による影響で、うっ血･充血およびたんぱく質の熱凝固によ
る変性などの組織障害が起こります。受傷後も熱による影響で毛細血管に血栓
を形成し、皮膚の虚血が進行していきます。このような進行性組織障害には、
白血球などによる過剰な炎症反応や活性酸素が関与しています。
皮膚形態は残っても、熱傷部表皮は化学的および物理的に機能低下しており

乾燥化します。このとき真皮浅層の痛覚神経末端部の乾燥刺激により、疼痛を
生じます。皮膚の防御力においても、損傷を受けた皮膚のバリア機能は著しく
低下します。その結果、熱傷部は創感染が起こりやすい状態です。
さらに熱傷創面を乾燥環境に置くと痂皮を形成しますが、この時約 0.5mm

の組織障害が発生することをBreuing K. らが 1992 年に報告しています。この
乾燥による組織壊死によっても、熱傷はさらに深い組織損傷へと悪化します。

熱傷の治療原則 

上記のような熱傷の組織障害メカニズムから、治療原則は以下のようにまと
められます。
１．受傷直後の過剰な炎症反応による進行性の組織障害を防ぐため、熱傷部を
冷却する。これによって毛細血管の血栓形成などの二次的変化を抑制する。

２．障害部を密閉閉鎖し、適度な湿潤環境を維持するとともに、外部からの
物理的刺激から創部を保護する。

３．皮膚防御（免疫）機能の低下した創面の感染予防のため、外部汚染をブ
ロックする。

以上のような治療原則から、具体的な処置方法を提案します。

創部の冷却を行う 

受傷後の過剰な炎症反応抑制のため、創部の温度を下げます。熱傷部全体を
冷却するには、氷と水を入れたビニール袋を用います。タオルに包んだアイス
ノンなどでは効果は少なく、体の凹凸に合わせて自由に変形するビニール袋が
最適です。氷がない場合は、水のみを入れたビニール袋にします。
このような冷却を少なくとも 30 分、できれば１時間位行います。充分冷却

することで組織障害範囲は減少し、治癒期間が短縮します。冷却中は痛みもあ
りません。

創面を外部環境から遮断する 

熱傷部は時間経過とともに乾燥化するため、創面を湿潤に保ちます。
処置用の器材が不足している施設においては、ガーゼを生理的食塩水、ある

いはリバノール液で充たして創面に用い、その上から食品用ラップでくるみ
テープで止めます。これによってくるまれた皮膚はすべて浸軟（ふやけ）しま
すが、乾燥化による疼痛を防げます。できるだけ早い時期に、より適切な方法
（皮膚を浸軟させない方法）に変更します。

乾燥化予防として、ゲーベンクリームがあればこれを用いる方法も選択でき
ます。ゲーベンクリームは銀を薬効成分とし、抗菌作用があります。ゲーベン
クリームは創面への付着が良く、1日に 2～ 3 回頻回にドレッシング交換すれ
ば、創傷面は常にゲーベンクリームで覆われ乾燥化を防ぐことができます。
欠点として、ゲーベンクリーム塗布部の創痛が挙げられます。また動きが激

しかったり、圧迫が加わったり、あるいは交換回数が少ないと、創部からゲー
ベンクリームが無くなり湿潤環境が保てなくなります。
対策としては、ゲーベンクリームを塗ったあと、ガーゼを使用せず直接フィ

ルム材を貼ると効果的です。ただ皮膚が浸軟しやすくなります。

最も勧められる方法は、デュオアクティブに代表されるハイドロコロイドド
レッシング材（以下HD）を用いる方法です。熱傷部にHDを用いると、すぐ
に患者に除痛と安心をもたらします。

理由は、皮膚バリア機能の低下した創面にHDを用いると、湿潤環境が保た
れ、痛覚神経末端部への刺激は減少し痛みが無くなるからです。また、外界か
らの物理的刺激をHDが吸収し、創面の安静が保たれます。
受傷早期熱傷は、無菌あるいは汚染創で、感染創ではありません。1982 年
Rodeheaver らは、汚染創において消毒は感染を予防せず、むしろ原因になる
ことを、Arch Surg に報告しました。消毒はせず、洗浄で汚れを除去するこ
とが重要なのです。
感染の無い創面ではHDなどで創面を密閉し外部からの汚染をブロックする
ことで創感染率は 1/2 ～ 1/3 に低下することが、多くの実験および臨床研究に
より報告されています。
以上をまとめると、熱傷面にHDを用いることで、創痛は低下し、安静が保
て、感染も予防できます。

ドレッシング交換はどのように行っていくのか 

最初に紹介した生食ガーゼかリバノールガーゼをラップで覆う方法は最大１
日を限度とし、翌日はHDに変更します。
ゲーベンクリームによる方法は、１日３回程度の交換が必要です。
HDでは滲出液が漏れ出てきたら交換を開始します。深い熱傷では滲出液は
受傷当日から出るため、毎日交換します。しかし水疱形成した場合は、２～３
日間は交換が不要です。
水疱が破れ滲出液が出てきたら、毎日交換します。
交換用のHDは患者に渡しておき、漏れが起こったら交換してもらうように
話します。創の深さにより、数日～数週の間に、滲出液が減少し表皮化します
が、それとともに交換を２～５日に１回へ減らします。

保険請求上の注意点 

熱傷は処置開始後２カ月まで、熱傷処置料として一般処置料の３倍の点数が
付いています。処置に使用した薬剤や創傷被覆材等も算定できます。
2001 年から創傷被覆材は創傷の深さによる分類で保険請求することになり
ましたが、病名による縛りも残ったままです。
もとより創傷はどのような発生原因であっても、創傷治癒のメカニズムは同
じです。原因にかかわらず、創感染･壊死組織･創傷の深さなどによって、治療
の目的やドレッシング法が決まります。2001 年に画期的だったのは、創の原
因より深さの分類を優先したことでした。
しかし、本来無くすべきであった病名による分類も残ったことで、影響を受
けたのは熱傷でした。HDなどの創傷被覆材は、熱傷では、なぜか真皮熱傷し
か保険適応がありませんでした。ところが 2001 年の深さの分類導入で、HD
は皮下組織に至る創傷用とされました。病名の縛りも残ったことから、真皮熱
傷では深さの制限で使えず、皮下組織に至る熱傷では「真皮熱傷に使う」とい
う縛りで使えなくなりました。

HDを熱傷に使うには 

HDでも「真皮に至る創傷用」という薄いタイプのもの（例えばデュオアク
ティブ ET）では、熱傷に使うことができます。また、熱傷に着目せず、皮膚
潰瘍に着目すれば、熱傷処置料を算定せず通常の皮膚潰瘍としてなら、HDを
保険請求できます。
残念ながら比較的深い熱傷に薄いHDを使っても除痛効果は弱く、通常の
HDが熱傷治療には秀でています。
熱傷処置料とHDのコストの両方を算定するには、まずゲーベンクリームな
どで熱傷処置を開始し、一部に深い皮膚潰瘍が認められた時点でHD使用に踏
み切るのが現実的です。創中心部の深い潰瘍には皮膚潰瘍の診断でHDを使用
し、その周囲の比較的浅い熱傷部分では熱傷処置を継続という解釈になりま
す。しかし、これは処置をする医師側の判断であり、各保険者が同様の判断を
するかどうかは、事前に説明し了解を得ておく必要があるでしょう。
このようなことで心を痛めることの無いよう、創傷被覆材から早く病名の縛
りの無くなることを願っております。

塚田邦
夫先生 

の 新しい創傷･褥創治療の実際 
6回シリーズ／第5回 

（高岡
駅南クリ

ニック院
長） 

（5）熱傷の治療（5）熱傷の治療（5）熱傷の治療 熱傷（やけど）は日常ありふれた創傷です。全身熱傷や気道熱傷など重症例は特別ですが、軽度の熱傷でも痛みが強く、
治るのに時間を要し、創処置も痛みを伴います。いかに痛くなく･速く･きれいに治すか、一緒に考えてみましょう。 
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居宅に暮らしている高齢者にとって、医療と介護は一体です。両者をつなげ

る役割の一つにケアマネジャーが開催するサービス担当者会議があります。今

回は、高齢者が安心して地域で暮らせるように医師とケアマネジャーとがどの

ように連携を取ればよいのかを考えながらサービス担当者会議の実際について

述べたいと思います。

【これまでの経過と最近の流れ】

ケアマネジメントを行うに当たり医師との連携が不可欠なことは言うまでも

ありません。しかし医療側の主治医と介護側を結ぶケアマネジャーの連携が十

分に図られているかと言うと、はなはだ疑問です。それは、医師もケアマネ

ジャーも、ケアカンファレンスとは生活相談、つまりは生活の場での介護の遣

り方の検討会と捉え、重要な医療の一端との認識が希薄であるからです。それ

ゆえ、医師のカンファレンスへの参加率は日常診療が多忙との理由でとても低

く、ケアマネジャーの方は、医師への敷居の高さから敬遠するケースが多く見

られます。

近年、厚労省は医療と介護の連携を促しています。介護保険の居宅療養管理

指導はもちろんのこと、2009 年の介護報酬改定では『退院・退所情報提供書』

を作成し、病院・施設とケアマネジャーの連携強化を目指すなど具体的な方策

を取っています。

【現場でのサービス担当者会議の実際】

介護保険が始まった当初に比べると、制度に対して理解を示していただける

医師が増えたこともあり、かなり仕事がしやすくなりました。もちろんサービ

ス担当者会議に医師に参加いただけることなど滅多にありませんが、情報に関

してはかなりスムーズに交換できるようになったというのが実感です。

私の場合、初めて医師と連絡を取る場合は利用者の診察時に立会い、直接面

談することが多いです。しかしそのような時間が取れない時は斉藤元泰医師

（元石川県ケアマネ協会会長、金沢市内開業医）が考案された『担当ケアマネ

ジャーのご挨拶』（下・左）を活用し、担当ケアマネジャーとなったことを伝

えて、その後の連絡を取りやすいようにしています。何より顔見知りの関係に

なることを大切にしています。また、金沢市医師会と石川県介護支援専門員協

会金沢支部との合同シンポジ

ウムでの開業医との交流も役

立っています。ただし病院勤

務医の場合は、受診に付き合

うと半日以上時間がとられる

ことが多いので、①コ・メ

ディカルスッタフから聞く ②

利用者本人・家族から聞く ③

介護保険の主治医意見書から

情報を得るなどをしています。

私の知り合いのケアマネ

ジャー（千木園居宅介護支援

事業所）は、『連絡表』（右）

を作成し医師との連携に役立

てています。とにかく医師か

ら情報を得ることに多くのケ

アマネジャーは工夫していま

す。それでも担当している利

用者全員の担当医師にお会い

し、ケアプランをお渡しする

ことはできていません。

【最近心掛けていること】

1 つは「一人で抱え込まな

いこと」です。受診の付き添い、悩みや健康相談、苦情拝聴、サービス調整、

行政事務代行、家の修繕、預貯金の出し入れ、買い物、犬の散歩等々何でもケ

アマネジャーに求めてくる利用者、家族がおられます。

私は、役割を分散するようにしています。例えば、医療ニーズの高い方につ

いては、在宅生活を支える主を医師や訪問看護師にお願いし、私自身は従とし

て関わるようにしています。もう 1つは、「医師にも、その立場・役割の違い

があること」を理解することです。病院勤務医に生活全般を視野に入れたコメ

ントを求めることはかなり無理があります。一方、開業医には、その人のみな

らず、家族との関係や生活環境など生活全般を視野に入れた医療提供の役割を

担当していただくことを期待しています。

最後に、尾道市方式について紹介します。診療所でケアカンファレンスを行

い、地域の医師会としてシステム的に地域ケアに対応しています。もちろん地

域の特性はあるでしょうが、ケアマネジャーとしては病診連携がスムーズに行

き、利用者の状況に応じて適切に対応できることが何よりの望みです。わざわ

ざ意見書や指示書等を病院勤務医に求めるのではなく、生活全般を知っている

開業医に、ケアプラン策定に関する助言・指導を仰ぐことができれば「今は安

定しているから医師との連携を取らなくても」というケアマネジャーは減ると

考えます。開業医といつでも必要な時に連携がとれるという環境を日ごろから

整備することが大切なのです。

今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 
今さら聞けない介護保険 今さら聞けない介護保険 シリーズ１２回

第6回 テーマ 

サービス担当者会議について 

もりやま越野病院ケアマネージャー　西村　逸平（金沢市） 

新規、更新、変更認定の際は、必ずサービス担当者会議を開かなくてはなりま

せん（もちろん利用者本人等の状態が変わったときは随時開催）。怠った場合は、

減算もしくは場合によっては指定取消の処分を受けることもあります。

サービス担当者会議は、問題解決のための話し合いの場であり、また、本人・

家族についての情報を他機関同士が共有する場でもあります。また、足りない社

会資源を創出・提言するなどソーシャルアクション機能も有しています。

業務に忙殺されるあまり、サービス担当者会議が単なる指導対策のための情報

収集の場とならないよう、改めてその重要性を確認したいものです。

（事務局　橋爪真奈美）

本末転倒にならないように
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ア
ル
医
師
の
想
い 
ア
ル
医
師
の
想
い 

女
性
の
戦
い 

アルコール 
依存症物語 

奥田　宏 
（金沢市・心療内科） 

5

女
性
の
患
者
さ
ん
も
増
え

て
い
ま
す
。
お
そ
る
お
そ
る

来
ら
れ
た
方
が
「
ア
ル
中
が

よ
く
来
る
と
聞
い
て
き
た

が
、
ア
ル
中
ら
し
き
人
は
待

合
に
は
誰
も
い
な
か
っ
た
」

と
言
い
ま
し
た
。
普
段
は
気

分
障
害
、
不
安
障
害
の
患
者

さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
で

も
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

患
者
さ
ん
た
ち
も
普
通
の
男

女
で
す
。
汚
い
か
っ
こ
う
を

し
て
、
グ
デ
ン
グ
デ
ン
で
、

や
つ
れ
た
人
は
、
初
診
で
無

理
矢
理
連
れ
て
こ
ら
れ
た
人

で
も
、
ま
れ
で
す
。

女
性
患
者
さ
ん
は
、
妻
の

座
、
母
の
座
が
こ
の
ま
ま
で

は
脅
か
さ
れ
る
、
あ
る
い
は

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
と
追
い
詰
め
ら
れ
る
た
め

か
、
男
性
よ
り
も
か
な
り
早

い
年
齢
で
来
ら
れ
ま
す
。
で

も
夫
の
せ
い
、
あ
る
い
は
不

理
解
、
離
婚
し
た
け
れ
ど
も

そ
の
心
の
傷
が
深
く
、
酒
を

止
め
て
か
ら
で
も
思
い
悩
む

時
間
が
長
い
よ
う
で
す
。
そ

し
て
「
女
だ
て
ら
に
・
・
・
」

と
い
う
こ
と
で
、
恥
の
意
識

が
強
い
人
も
い
ま
す
。
男
性

よ
り
も
代
謝
酵
素
活
性
が
低

い
か
ら
か
、
少
な
い
量
で

も
、
依
存
症
に
な
っ
て
し
ま

う
人
が
多
い
で
す
。
家
族
の

悩
み
を
引
き
ず
る
人
が
多

く
、
な
か
な
か
断
酒
に
踏
み

切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
い

付
き
合
い
に
な
る
人
も
い
ま

す
。奇

妙
な
亡
く
な
り
方
を
す

る
人
も
多
く
は
な
い
の
で
す

が
、
い
ま
す
。
県
立
病
院
の

と
き
、
お
茶
を
た
く
さ
ん
飲

み
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
倒
れ

て
死
ん
だ
人
が
い
ま
し
た
。

原
因
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
、
ま

だ
四
十
代
の
方
が
来
な
く

な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
植
物

状
態
に
陥
っ
た
そ
う
で
、
そ

れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
亡
く

な
り
ま
し
た
。
後
で
聞
い
て

驚
き
ま
し
た
。
ま
だ
働
い
て

い
た
の
に
、
い
ろ
い
ろ
な
ス

ト
レ
ス
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
加

わ
っ
て
、
予
想
外
の
こ
と
が

起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
夫

の
Ｄ
Ｖ
に
飲
ん
で
耐
え
て
い

た
の
で
す
が
、
結
局
、
夫
が

変
わ
ら
ず
、
自
殺
し
て
し

ま
っ
た
人
も
い
ま
す
。

水
商
売
の
人
が
依
存
症
に

な
る
ケ
ー
ス
は
昔
よ
り
減
っ

て
き
て
、
キ
ッ
チ
ン
ド
リ
ン

カ
ー
が
多
い
印
象
を
受
け
ま

す
。
女
性
は
現
代
社
会
の
し

わ
寄
せ
を
受
け
や
す
く
、
生

き
づ
ら
い
世
の
中
を
ア
ル

コ
ー
ル
に
頼
り
、
男
性
よ
り

早
い
年
齢
で
依
存
症
に
な
っ

て
し
ま
う
方
が
多
い
よ
う

で
、
か
わ
い
そ
う
な
気
が
し

ま
す
。
断
酒
会
、
Ａ
Ａ

（A
lcoholics A

nonym
ous

、

ア
ル
コ
ー
ル
症
無
名
者
の

会
）
で
も
女
性
メ
ン
バ
ー
が

少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

ヘ
レ
ン
・
ハ
ン
ト
が
、
映

画
「
ペ
イ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
」

で
、
主
人
公
で
あ
る
少
年
の

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
母
に

扮
し
、
生
活
上
の
ス
ト
レ
ス

で
飲
ん
で
し
ま
う
悩
め
る
母

親
を
見
事
に
演
じ
て
い
ま
し

た
！

石川県保険医協会発行 

歯科保険診療便覧 歯科保険診療便覧 
2009年4月版 

○点数表の解釈にあたって必要となる多数の厚労省告示・

通知等を、囲み罫や色分けを駆使して、各点数項目ごと

にまとめて掲載。 

○基本的には点数表告示と、その解釈通知をセットにして

編集した上で、「別に厚生労働大臣が定める」施設基

準や材料価格基準等がある場合には、その規定を点数

表の各項目の直下に置いた高い利便性。 

○告示・通知ごとにオリジナルの見出しを掲載。 

○点数改定時に厚労省から出された疑義解釈通知やレセ

プトの記載要領なども各点数項目ごとに振り分けて掲載。 

○点数表本文中に別の法令についての言及がある場合、

原則としてその法令を「参照条文」として掲載したり、参

照ページを随時示すなどの工夫。 

○必要に応じて医科準用点数告示・通知を掲載。 

○点数表以外にも、療養担当規則とその関連告示・通知、

介護保険との給付調整、そして、歯科に係る介護報酬（居

宅療養管理指導）単位数表と指定基準省令まで網羅。 

○2008年4月改定以降の制度改定（2008年10月の地方

厚生局関連の改定、2009年4月の材料価格基準の改定、

介護報酬の改定）に対応した最新版として発行。 

○序章として「診療報酬関連法規の体系と本書の構成」

を掲載。 

定価 8,000円 

5,000円 
（いずれも税・送料込） 

2009年7月25日発刊 
A4判／430頁・オールカラー 

本書の特徴 

会員価格 

※他都道府県の保険医協会・医会の会員も会
員価格でご購入いただけます。 

好評発売中 

囲 碁

（解答は5面にあります） （解答は5面にあります） 
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黒先　5分で初、2段以上 
〈ヒント〉 黒1、3が白の眼形を崩す 
 好手段です。 

〈ヒント〉香はとどめに残す……。 
　　　  10分で2段 
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歯科診療報酬検討会 歯科診療報酬検討会 
と  き 2010年3月25日（木） 

午後7時～9時半 

ところ ホテル金沢「ダイヤモンド」 
講  師 保険医協会歯科部 

参加対象 歯科会員、スタッフ 

参加定員 200人 

2010 
年 

★詳しくは後日、案内チラシなどでお知らせします。 

予
告 
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五
月
十
六
日
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ

ル
海
峡
を
通
過
し
、
地
中
海
に

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
船
長
の

話
で
は
、
現
地
の
軍
港
は
、
今

で
も
イ
ギ
リ
ス
領
だ
そ
う
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ポ
イ
ン
ト
と
呼
ば

れ
る
有
名
な
岩
山
に
近
づ
く
に

は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
了
解
が

必
要
だ
そ
う

で
す
。
ス
ペ

イ
ン
は
返
還

を
要
求
し
て

い
る
も
の
の

未
解
決
と
の

こ
と
で
す
。

五
月
十
八

日
、
ス
ペ
イ

ン
の
カ
デ
ィ

ス
港
に
寄
港

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ン
ブ
ス

の
二
回
目
と

四
回
目
の
新

大
陸
探
検

は
、
こ
の
港

か
ら
出
港
し

て
い
ま
す
。

バ
ス
で
約
二
時
間
か
け
て
、
セ

ビ
リ
ア
（
現
地
で
は
セ
ビ
ー

リ
ャ
）
へ
行
き
ま
し
た
。

セ
ビ
リ
ア
は
、
ア
ン
ダ
ル
シ

ア
地
方
の
中
核
都
市
で
、
歌
劇

「
カ
ル
メ
ン
」
の
舞
台
と
な
っ

た
地
で
す
。
カ
ル
メ
ン
が
仕
事

を
し
た
と
い
う
「
タ
バ
コ
工

場
」
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。
現

在
は
セ
ビ
ー
リ
ャ
大
学
法
学
部

校
舎
に
使
用
さ
れ
て
い
て
、

ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
紫
色
の
花
が

鮮
や
か
に
満
開
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

「
比
類
な
き
神
聖
な
る
浪
費
」

と
言
わ
れ
た
セ
ビ
リ
ア
の
大
聖

堂
を
見
学
し
ま
し
た
。
一
四
〇

二
年
に
着
工
し
、
十
六
世
紀
に

完
成
し
た
も
の
で
す
。
ス
ペ
イ

ン
に
は
レ
コ
ン
キ
ス
タ
（
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
支
配
権
を
奪
還
す

る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
国
土
回
復

戦
争
）
の
歴
史
が
あ
り
、
イ
ス

ラ
ム
支
配
の
時
代
の
モ
ス
ク
な

ど
も
利
用
し
て
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
大
聖
堂
に
は
、
金
を
塗

り
た
く
っ
て
作
っ
た
と
い
う
壁

画
的
彫
刻
が
大
聖
堂
内
に
あ

り
、
全
体
で
三
千
五
百
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
金
が
使
用
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。
そ
し
て

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
墓
が

聖
堂
内
に
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
の

棺
が
歴
代
四
人
の
王

に
よ
り
担
が
れ
て
い

る
像
が
あ
り
、
聖
職

者
で
も
な
く
貴
族
で

も
な
い
コ
ロ
ン
ブ
ス

が
大
聖
堂
に
祭
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

隣
接
す
る
ヒ
ラ
ル

ダ
の
塔
の
展
望
台
は

約
七
十
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
が
あ
り
、
馬
に

乗
っ
た
ま
ま
で
も
登
れ
る
よ
う

に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
伊
達
政
宗
の

命
を
受
け
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
と

の
謁
見
（
え
っ
け
ん
）
に
向

か
っ
た
支
倉
常
長
も
こ
の
塔
に

登
り
ま
し
た
。
支
倉
は
、
太
平

洋
〜
メ
キ
シ
コ
〜
大
西
洋
〜
ス

本
紙
で
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
関
す
る
拙
文
の
連
載
を
書
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
連
載
は
終
わ
っ
て
も
私
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
行
き

は
性
懲
り
も
な
く
、
さ
ら
に
回
数
を
重
ね
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
後
日
談
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
年
の
四
月
の
下
旬
の
と
あ
る
日
曜
日
、
歩
道
の
窪
み
に

気
づ
か
ず
不
覚
に
も
激
し
く
転
倒
し
、
左
腓
骨
遠
位
端
剝
離

骨
折
、
右
舟
状
骨
骨
折
、
右
橈
骨
近
位
端
亀
裂
骨
折
な
ど
の

診
断
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
五
月
の
連
休
に
な
ん
と
か

ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
行
き
た
い
一
心
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
一
切
控

え
て
安
静
を
心
が
け
て
治
療
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
折

か
ら
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
ぎ
も
あ
り
、
や
む
な
く
渡

航
を
断
念
致
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
間
も
診
療
は
ず
っ

と
休
ま
ず
に
続
け
て
い
た
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
、

ど
う
か
誤
解
な
き
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
行
き
が
一
回
減
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
で
へ
こ
た
れ
て
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
だ
め
な
ら
、
シ
ル

バ
ー
ウ
イ
ー
ク
が
あ
る
さ
」
と
い
う
わ
け
で
、
今
年
は
九
月

に
も
出
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
休
み
は
四
日

間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
初
め
て
二
泊
四
日
と

い
う
超
強
行
軍
と
な
り
ま
し
た
。「
そ
う
ま
で
し
て
行
く

か
！？
」
と
い
う
ご
意
見
も
お
あ
り
で
し
ょ
う
が
「
そ
う
ま
で

し
て
で
も
行
く
の
だ
！
」
と
ば
か
り
に
、
勇
躍
ラ
ス
ベ
ガ
ス

に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
も
不
況
の
風

が
吹
き
あ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
空
港
の
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
は
久
し
ぶ
り
に
長
蛇
の
列
で
し
た
。
さ
ら
に
ホ

テ
ル
に
着
く
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
の
窓
か
ら
見
る
限
り
、
目
抜

き
通
り
は
か
な
り
の
人
出
で
、
客
足
が
少
し
戻
っ
て
き
た
の

か
と
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
着
い
た
日
は
現
地
の
日
曜
日
の

夕
方
で
、
火
曜
日
の
早
朝
に
は
帰
路
に
着
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
カ
ジ
ノ

に
出
か
け
た
の
で
す
が
、
人
影
が
ま
ば
ら
と
い
う
ほ
ど
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
が
か
な
り
少
な
い
の
で
す
。
以
前
か
ら

の
顔
な
じ
み
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
「
客
室

は
ま
ず
ま
ず
埋
ま
っ
て
い
る
ら
し
い
け
ど
、
カ
ジ
ノ
は
ガ
ラ

ガ
ラ
さ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
現
地
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
勤
め
て

い
る
日
本
人
の
友
人
も
「
格
安
ツ
ア
ー
で
な
ん
と
か
人
を
集

め
て
い
る
け
ど
、
カ
ジ
ノ
で
た
く
さ
ん
遊
ぶ
人
は
少
な
い

よ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
ジ
ノ
の
テ
ー
ブ
ル
の
最
低
賭
け
金
額
（
ミ
ニ
マ
ム
）
も

軒
並
み
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
映
画
な
ど
に
よ
く
出
て
く
る

ク
ラ
ッ
プ
ス
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

大

き
な
深
い
テ
ー
ブ
ル
を
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
取
り
囲
む
よ
う
に
し

て
そ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
う
ち
一
人
が
サ
イ
コ
ロ
を
投
げ
て
、

そ
の
目
に
よ
っ
て
勝
ち
負
け
が
決
ま
る
も
の
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
賭
け
方
が
あ
る
の
で
す
が
、
上
手
く
や
れ
ば
控
除
率

（
カ
ジ
ノ
の
取
り
分
）
が
比
較
的
低
く
て
勝
て
る
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
私
も
時
々
参
加
し
ま
す
。
ま
た
ゲ
ー
ム
の
性
質

上
、
勝
つ
時
は
み
ん
な
が
勝
っ
て
、
負
け
る
時
は
み
ん
な
で

負
け
る
の
で
一
体
感
が
生
ま
れ
て
と
て
も
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で

す
。
深
夜
の
カ
ジ
ノ
に
「
ウ
オ
ー
」
と
い
う
歓
声
と
拍
手
が

響
く
の
は
、
ま
ず
こ
の
ク
ラ
ッ
プ
ス
の
テ
ー
ブ
ル
の
方
か
ら

で
す
。
そ
の
ク
ラ
ッ
プ
ス
の
ミ
ニ
マ
ム
は
一
年
ち
ょ
っ
と
前

ま
で
は
繁
華
街
の
カ
ジ
ノ
で
は
ま
ず
二
十
五
ド
ル
、
低
く
て

も
十
五
ド
ル
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時

は
十
ド
ル
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
五
ド
ル
の
テ
ー
ブ
ル
も
あ

り
ま
し
た
。
一
人
当
た
り
の
賭
け
金
が
半
分
に
な
る
と
、
い

わ
ゆ
る
客
単
価
は
単
純
に
半
分
に
な
る
の
で
す
が
、
ゼ
ロ
よ

り
は
い
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
比
較
的
高
級
な
カ
ジ
ノ

で
も
「
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
な
い
」
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
私
に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
あ

る
程
度
の
金
額
を
使
っ
て
カ
ジ
ノ
で
長
く
遊
ぶ
人
に
は
コ
ン

プ
と
い
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
あ
る
の
で
す
が
、
カ
ジ
ノ

で
遊
ぶ
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
せ
い
か
、
こ
の
コ
ン
プ
の

基
準
が
か
な
り
甘
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
。
今
回
も

結
局
二
泊
分
の
宿
泊
費
と
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食

べ
た
食
事
代
は
す
べ
て
無
料
に
な
り
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時

の
請
求
金
額
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
の
上
に
カ
ジ
ノ
で
も
少
し

利
益
が
出
た
の
で
正
直
言
っ
て
ホ
ク
ホ
ク
で
す
。
い
つ
も
こ

ん
な
に
う
ま
く
い
く
わ
け
で
な
い
こ
と
は
い
や
と
い
う
ほ
ど

経
験
し
た
く
せ
に
「
ま
た
次
も
来
た
い
な
」
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
、
カ
ジ
ノ
側
の
思
う
壺
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
で
も
・
・
・
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

囲
碁
将
棋
は
、 

十
一
面
に
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
そ
の
後
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス

三
宅　

靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

河野　晃（金沢市・小児科） 

ほんの少しばかりの運のよさで、出航 !スペインのカディス港に寄港し、セビリアを観光 
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ヒラルダの塔

旧タバコ工場と満開のジャカランダ

原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
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2
2
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）
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7
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会員リレーエッセー         ◆◆ 124◆◆

ペ
イ
ン
経
由
で
二
年
の
歳
月
を

要
し
て
ロ
ー
マ
教
皇
に
謁
見
し

た
の
で
す
。
五
年
後
、
苦
難
の

末
に
帰
国
し
た
時
に
は
キ
リ
ス

ト
教
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
不

遇
と
失
意
の
中
で
支
倉
は
亡
く

な
り
ま
し
た
。

一
四
九
二
年
、
レ
コ
ン
キ
ス

タ
が
完
了
し
た
時
、
イ
サ
ベ
ル

女
王
は
イ
タ
リ
ア
の
航
海
士
コ

ロ
ン
ブ
ス
に
、「
サ
ン
タ
マ
リ

ア
号
」
な
ど
四
隻
の
船
と
乗
組

員
を
与
え
「
新
大
陸
発
見
」
と

な
っ
た
の
で
す
が
、
発
見
さ
れ

た
中
南
米
諸
国
の
先
住
民
に

と
っ
て
は
、
非
常
に
迷
惑
な

「
発
見
」
で
、
マ
ヤ
文
明
、
イ

ン
カ
文
明
な
ど
を
絶
滅
さ
せ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

航
海
探
検
を
進
め
た
征
服
者

（
換
言
す
れ
ば
無
法
者
）
に
獲

得
し
た
土
地
を
報
償
と
し
て
与

え
た
の
で
、
現
地
住
民
へ
の
収

奪
と
殺
害
は
惨
憺
た
る
も
の
で

し
た
。

中
南
米
の
金
銀
の
鉱
山
は
数

千
カ
所
に
も
な
り
、
ス
ペ
イ
ン

に
持
ち
帰
っ
た
金
は
、
ガ
イ
ド

の
話
で
は
十
六
万
ト
ン
に
及
ぶ

と
の
こ
と
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
王

室
や
国
家
体
制
維
持
の
た
め

に
、
こ
れ
ら
の
大
量
の
金
銀
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
流
入
し
、

「
重
商
主
義
」
の
基
盤
と
な
っ

た
の
で
し
た
。

現
地
、
在
住
二
十
年
の
日
本

人
男
性
ガ
イ
ド
の
話
で
は
、
歯

科
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負

担
、
医
科
の
公
的
医
療
機
関
を

受
診
し
た
場
合
は
、
自
己
負
担

は
な
い
が
サ
ー
ビ
ス
は
ス
ロ
ー

モ
ー
、
処
方
箋
で
の
薬
局
で
の

負
担
は
四
割
の
自
己
負
担
だ
そ

う
で
す
。


